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2,000,000円スポーツ直42000ＤＯＨＣＥＣ－ＡＴ２０Ｆ

1‘800‘０００円

直42300DOHCアクテイブマﾁｯｸ23E

セダン直42000DOHCEC-AT２０Ｆ

直42300DＯＨＣアクテイブマチック２３Ｃ

2,300,000円図６１３

神戸マツダ
神戸市兵庫区東柳原町3-10

TEL､078-671-5011ｈｔｔｐ"www,mazda-hgr､ＣＯ・iｐ

駆助方式は全てFＦ

スポーツワゴンは4WDもあります
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バラエティ豊かなミニサイズのトリュフとファンシーチョコレートを

楽しいパッケージで包みました。

いつも陽気で元気なあの人に…

新鮮なデコレーションがきっと心に残るはず。

『

④ペベポーシヨコラT(６ｺ)････…￥５００

⑧ペペボーシヨコラT(12ｺ),｡￥1,000

◎べくポー ｼﾖｺﾗT(18ｺ)･･￥1,500

．ペペポーシヨコラF(6ｺ)……￥500

⑤ベベガーショコラF(9ｺ)･……￥700

⑤ベぺポー ｼﾖｺﾗF(12ｺ〕..￥1,000

◎べくボーシヨコラF(20ｺ)..￥1,500

⑧ペペボーシヨコラF(24ｺ)．｡￥2.ＯＯＯ

KＯＢＥ

1m"z＃、
httpWWww､goncharoff・ＣＯ･jｐ
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sanI:Ica
Th⑧ＮｃｗＨ印rmlKobp神戸･三宮さんちか

１月Iま休まず営業いたします。

２月の定休ﾛ/19Ｈ(水)．20M（水）※20日(木)はグルメスクエア･ﾚｽﾄﾗﾝモールは平常通り営業いたします。

さんちか名店会神戸市中央区三宮ＩｍＰ１Ｄ－１ＥＯ７８(３９１）3965⑬営業時間/ＡＭ１０:００～pMB:００(飲食店はPM9:00オーダーストップ）
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空

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

サ
ロ
ン
寓
里

デ
ザ
イ
ナ
ー

小
林
悟

(左から）楠元悠子さん、松谷恵美子さん、柿添良枝さん

サロン菖里にて
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一
Ｆ

長
年
に
わ
た
り
、
神
戸
の
住
宅
づ
く

り
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
地
元
企
業

４
社
。
丸
正
建
設
、
寄
神
建
設
、
近

畿
菱
重
興
産
、
益
田
工
務
店
が
企

画
・
施
工
に
取
り
組
ん
だ
「
ベ
ル
ー

デ
ュ
神
戸
学
園
都
市
」
は
、
個
性
を

大
切
に
し
な
が
ら
住
宅
性
能
の
面
に

も
配
慮
し
た
新
し
い
形
の
分
譲
住

宅
。
よ
り
よ
い
住
宅
を
提
供
し
た
い

と
い
う
思
い
を
、
代
表
企
業
で
あ
る

丸
正
建
設
株
式
会
社
の
北
浪
邦
夫
社

長
に
伺
っ
た
。

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
■

丸
正
建
設
株
式
会
社
北
浪
邦
夫
社
長

信
用
と
信
頼
を
重
ん
じ
て

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
住
宅
づ
く
り
を

Ｉ

門屯

.’
一
一
］
『

Ｆ

ｂ凸

新
し
い
形
の
戸
建
て
分
譲
住
宅

「
ベ
ル
ー
デ
ュ
神
戸
学
園
都
市
」

８

Ｉ
丸
正
建
設
は
創
設
か
ら
何
年
に
な
ら

れ
る
の
で
す
か
。

こ
の
場
所
（
現
在
本
社
の
あ
る
長
田
区
）

へ
は
、
私
が
１
歳
の
と
き
に
来
ま
し
た
。

銘
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
か
、
父
が
石

材
業
を
始
め
た
の
で
す
。
業
種
転
換
を

し
て
、
建
設
業
を
始
め
た
の
は
、
昭
和

型
年
か
ら
で
す
。

ｌ
長
年
建
設
業
に
た
ず
さ
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
今
年
黄
綬
褒
章
を
受
け
ら

こ
つ
こ
つ
と
続
け
て
き
た
業
績

が
称
え
ら
れ
黄
綬
褒
章
を
受
章

北浪邦夫社長

れ
た
と
の
こ
と
、

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
が
代
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、

会
社
が
い
た
だ
い

た
褒
章
で
し
ょ
う

ね
。
震
災
復
興
の

面
も
含
め
て
、
こ

つ
こ
つ
や
っ
て
き

た
仕
事
で
す
か
ら
。

ｌ
今
回
た
ず
さ
わ
っ
て
お
ら
れ
る
分
譲

住
宅
「
ベ
ル
ー
デ
ュ
神
戸
学
園
都
市
」

に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
「
ベ
ル
ー
デ
ュ
神
戸
学
園
都
市
」
は
、

企
画
か
ら
施
工
ま
で
を
、
企
業
連
合
４

社
で
行
な
い
ま
し
た
。
事
業
主
と
施
工

主
が
同
じ
な
の
で
、
経
費
が
か
か
ら
な

い
分
、
よ
い
住
宅
を
提
案
し
よ
う
と
検

討
し
ま
し
た
。

「
ベ
ル
ー
デ
ュ
」
と
は
、
「
ぐ
①
再
」

「
盲
目
庸
儲
」
「
目
国
匡
⑦
」
の
３
つ
の
フ

ラ
ン
ス
語
を
合
わ
せ
た
造
語
で
「
緑
と

光
に
あ
ふ
れ
る
永
遠
の
住
ま
い
」
と
い

う
意
味
で
す
。
こ
の
名
前
に
ふ
さ
わ
し

く
、
学
園
都
市
と
い
う
ま
ち
自
体
も
緑

が
多
く
開
放
的
な
場
所
で
す
。
住
宅
の

外
構
も
開
放
的
に
造
ら
れ
て
い
て
、
従

来
の
よ
う
に
１
軒
ご
と
塀
で
囲
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
外
に
出
た
ら
自
然

に
お
隣
り
の
方
と
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
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いがめ客

寺
う
な
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
的
戸
の
住
宅
が
あ
り
、
ま
ち
な
み

と
し
て
の
全
体
的
な
調
和
を
も
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
設
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昔
の
よ
う
な
大
量
生
産
型
の
住

宅
で
は
な
く
、
住
む
人
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
質
の
よ
い
住
宅
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
内
容
と
し
て
、
ま
ず
「
品
碓
法
」

と
い
う
新
し
い
制
度
を
採
用
し
た
点
で

す
。
制
度
の
ひ
と
つ
で
あ
る
住
宅
性
能

評
価
で
は
、
設
計
段
階
、
ま
た
建
築
現

場
で
は
４
回
に
わ
け
て
第
３
者
に
よ
る

検
査
が
あ
り
、
耐
震
性
や
耐
久
性
な
ど

の
性
能
評
価
審
査
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
な
み
の
環
境
を
守
る
た
め

に
、
建
築
協
定
と
緑
化
協
定
を
制
定
し

ま
し
た
。
建
築
協
定
は
、
建
築
物
に
関

す
る
協
定
で
、
立
体
駐
車
場
や
看
板
な

ど
、
ミ
ニ
開
発
に
関
す
る
制
限
で
す
。

緑
化
協
定
は
、
公
道
に
面
し
た
庭
の
生

け
垣
等
の
保
持
に
統
一
性
を
持
た
せ
る

た
め
、
専
門
の
造
園
業
者
に
定
期
的
に

い
ま
す
の
で
、
お

様
に
き
ち
ん
と
認

て
い
た
だ
く
こ
と

大
切
だ
と
考
え
て

ま
す
。

一邸一邸独自の生活スタイルを大切にした

｢ベルーデュ・神戸学園都市｣のまちなみ

－－．－聖

娘上

摩』ｰ卜

Ｆ

I圏

一耶璽主(売主･]江）

９

,，Ｕ

:.ｆ，,．

､鐘
『

島
一

追
肥
、
繭
定
な
ど
を
し
て
も
ら
い
、
維

持
管
理
を
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ｌ
こ
れ
か
ら
の
神
戸
の
住
宅
づ
く
り
に

つ
い
て
い
か
が
で
す
か
。

住
宅
の
量
は
、
す
で
に
充
足
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
質

を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
従
来
は
「
住
み
続
け
る
」
と
い
う

考
え
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
新
婚
か

ら
子
育
て
の
時
期
、
老
後
と
、
家
族
構

成
に
対
応
し
て
「
住
み
変
え
て
い
く
」
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
い
く
の

か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
う
い
う

ニ
ー
ズ
を
勉
強
し
な
が
ら
、
住
宅
づ
く

り
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
時
代
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
変
化
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。「
社
外
か
ら
の
信
用
と
社
内
か
ら
の
信

頼
」
を
社
訓
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

常
に
変
化
し
、
質
の
良
い
住
宅
を
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……謡認闘謡満…‘‘準｡，弓
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これは神戸を愛する人々の手帖です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です。

撮影／米田定蔵

夢
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ｋ

ＫＯＢＥＣＣ０２００３

UＮＡ優しい歌声
北浪良佳ｳｵー ｶﾘｽﾄ
（Ｙｏｓｈｉｋａ）

ラ
シ
カ
ル
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
の
世
界
を
広

げ
、
初
の
Ｃ
Ｄ
「
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｌ
Ｕ

Ｎ
Ａ
」
も
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
。
い
つ
ま

で
も
自
由
な
感
覚
で
良
い
音
楽
を
作
り
続

け
、
音
楽
を
通
し
て
未
来
は
明
る
い
希
望

が
あ
る
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
笑
顔
で
語

る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ
ス
が
融
合
す

る
新
し
い
け
れ
ど
懐
か
し
い
世
界
。
”
Ｙ

Ｏ
Ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
“
の
歌
声
は
ま
る
で
月
の

光
の
よ
う
に
優
し
い
。
〈
山
本
〉

ＣＥ ，Ｉ

幼
い
頃
か
ら
音
楽
が
大
好
き
で
、
大
阪

音
楽
大
学
音
楽
学
部
声
楽
科
、
同
大
学
院

オ
ペ
ラ
研
究
室
で
学
ん
だ
本
格
派
。
ジ
ャ

ズ
・
ポ
ッ
プ
ス
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
を
は

じ
め
、
ゴ
ス
ペ
ル
、
ソ
ウ
ル
、
オ
ペ
ラ
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
レ
パ
ー

ト
リ
ー
は
幅
広
い
。
２
０
０
１
年
、
神
戸

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
も
入
賞
し
、
そ
の
確
か
な
ヴ
ォ
ー

カ
ル
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
歌
唱
力
か
ら
は
た
ぐ

い
ま
れ
な
実
力
を
感
じ
る
。
最
近
は
、
ク

一一琵確唇

1２1２

■

毒
一
浬
》
砥
一
一
》
》
婚
一

Yoshikaの会事務局Ｔｅl／faxO78≦735-1626
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「
音
楽
の
ガ
ク
は
”
楽
“
と
書
く
。
音

楽
は
ぼ
く
に
と
っ
て
楽
し
く
て
気
持
ち
い

い
も
の
。
音
楽
は
”
言
葉
“
だ
と
思
う
。

心
か
ら
出
る
も
の
」
。

中
学
卒
業
と
同
時
に
ド
イ
ツ
へ
渡
り
、

毎
日
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
と
語
学

３

Ｆ

'

ＫＯＢＥＣＣＯ２００３

ある二予感がします
春野光グ゙ ｧｲｵﾘﾆｽﾄ

〃

●

がＩ副’＝■

ロ

□

１

の
勉
強
に
明
け
暮
れ
た
。
Ⅳ
歳
で
ド
イ
ツ

国
立
エ
ッ
セ
ン
音
楽
大
学
に
主
席
入
学
す

る
も
、
き
び
し
い
レ
ッ
ス
ン
へ
の
緊
張
と
、

将
来
の
不
安
で
、
精
神
を
病
ん
だ
。
そ
の

後
、
あ
る
人
の
言
葉
で
壁
を
突
き
抜
け
る
。

取
材
中
、
す
ぐ
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
取

り
出
し
て
演
奏
し
て
く
れ
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
と
、
『
宵
待
草
』
。
誰
か
が
一

緒
に
歌
い
は
じ
め
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が

す
ご
く
嬉
し
い
と
言
う
。

〈
鳥
羽
〉

､』阜
一

｡

巳
■

「
ど
う
せ
悩
む
な
ら
、
前
向
き
に
悩
ん
だ

方
が
い
い
」
。
以
来
、
す
べ
て
が
楽
し
く

な
っ
た
。
「
今
日
の
演
奏
、
失
敗
し
た
ら

ど
う
し
ょ
う
っ
て
悩
む
よ
り
、
大
成
功
し

た
ら
ど
う
し
ょ
う
っ
て
悩
む
方
が
楽
し
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
」
。

●

ﾘ『
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W珊揮一
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〒
炉
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W珊揮一

一
地
一
地

’

．〈昂､
’

．〈昂､

冊

'ﾂリ'ﾂリ

凸凸

↑１２月４日～３月１６日まで兵庫県立美術館で開催される「東山魁夷版画展｣。オープ↑第６回小磯良平大賞授賞式が１２月６日神戸ベイシェラトンホテルで行なわれた。
ニングの後、東山すみ夫人が神戸クリスタルギヤラリーを訪れた。受賞者の作品展は２月９日まで神戸市立小磯記念美術館で開かれている。

大賞授賞式が１２月６日神戸ベイシェラトンホテルで行なわれた。
２月９日まで神戸市立小磯記念美術館で開かれている。

哩劃哩劃坐
‐
風
幹
鎖

↓
神
戸
・
姫
路
日
経
懇
話
会
の
合
同
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

荊
月
幻
日
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
。
写
真
は
日
経

新
聞
社
長
璽
田
善
氏
を
囲
む
．

託一手一輔＝雪一_｣青w憲一一｣＝冒聖

押霧躍癖 俄雨獄鳥 1.’日

Ⅱ

～一

虜。
１，

犀'W剖

鱈Ｖ

雨

ﾘー計『:閲

Ｆ

訂■ ｌ
書

Ｖ
＄

鐘

腸

ー－－

P_】

上

1健震雲』Ｉ
↑１１月３０日の〈財）井植記念会主催「2002留学生フォーラム」

には38人の留学生が参加。交流の輪が広がった。
イ

虞

↓１１月３０日兵庫県立美術館ミュ

ージアムホールでシャンソンリ

サイタルが開かれ盛況。

鰯

ー＝一三

巧巧

↑
水
谷
敬
子
「
抽
象
の
世
界
」
展
が
洲
月
側
日

～
旧
日
元
町
画
廊
で
開
か
れ
た
。

→関西電力神戸支店の懇話会が、１１月

21日神戸ポートピアホテルで開催。

丘《
＝

羅Ｊ１弓‘窪
丘《

！

＝

羅Ｊ１弓‘窪

一●申

１
＝
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－．，円

＆
一
重

鱗

1５

↓
湊
川
神
社
の
史
跡
「
鴫
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」
建
立
抑
年
祭

が
、
⑩
月
料
日
斎
行
さ
れ
た
。
大
柿
公
墓
碑
は
、
元
禄
５
年

に
水
戸
光
圏
公
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。

｡｡

吟

『

ｒ

＝ ＝

丹 摩県議会識同一一一一一一一一

原吉三君の自由民生党議員団政務調査会長
Ｉ－‐－就任祝賀・忘年会

↑「2002ひようご文化交流のつどい」が、１２月１１日、新神戸オリエンタルホ

テルで開催。写真は2002年兵庫県芸術文化奨励賞受賞の皆さん。

●コウベスナップ １

↓誓家の高砂京子さんの個展I~塁と炭」が１１月２６日～ポー

トピアギャラリーで開催。すみで描いた“創の書',の世界。

－－－
鐸－－

朕子

Ｇ

L型

↑兵庫県議会議員の原吉三さんが自由民主党議員団政務調査会長に就任され、１２月１４日

ポートピアホテルで祝賀会が。

』

↓本誌に『コーヒーカップの耳』を連戦中の出石アカルさ

んの店「輪」で、画家・菅原洗人さんの絵画展が開かれた。

巴勉

E＝､喧庁

雛
静

－
４

防軍一

一ー←

園
｛
｜
Ｐ

茜君一日

q'

伊

Ｚﾙー

篭》

ＦＰ

Ｑ〃
、４

ｋ

暁
産
声

一
瞬

亀
→北川礼子ガラス展「MlRRORS」が１２月１２日～

'7日トアロード画廊で開催｡写真はコーラの瓶を｜
熱して変身させた作品。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



●ある集い●まちコミュニケーション

６

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
．
５
７
８
．
１
１
０
０

「
ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
の
手
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ま
ち
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
現
在
、
神
戸
市
長
田

区
御
蔵
通
５
．
６
．
７
丁
目
の
集
会
所
建
設

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

兵
庫
県
城
崎
郡
香
住
町
に
あ
る
築
伽
年
ほ
ど

の
古
民
家
を
譲
り
受
け
、
神
戸
の
地
で
再
建

す
る
と
い
う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
「
で
き
る
と

こ
ろ
は
自
分
達
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、
解

体
作
業
や
木
材
切
り
出
し
、
製
材
、
壁
土
づ

く
り
な
ど
を
、
地
域
住
民
、
ま
ち
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
大
阪
工

業
技
術
専
門
学
校
や
神
戸
工
業
高
等
専
門
学

校
の
学
生
な
ど
、
す
で
に
加
名
以
上
の
有
志

が
関
わ
っ
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
も

な
く
建
設
作
業
開
始
！

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ゴ
号
言
ミ
ニ
・
ロ
ー
ミ
異
三
画
六
．
８
ミ
‐
ョ
‐
８
ヨ
ー
ヘ

に
掲
載
中
。

ま
た
、
御
蔵
通
５
丁
目
に
あ
る
プ
ラ
ザ
５
を

中
心
に
１
月
制
日
～
打
日
ま
で
行
う
写
真
展

「
震
災
か
ら
８
年
、
い
ま
・
む
か
し
～
ま
ち
の

写
真
展
～
」
で
も
、
写
真
満
載
の
壁
新
聞
で

紹
介
し
ま
す
。

●ある集い●まちコミュニケーション

犀

喝

，
憲
騨
蕊
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式
色

垂
一
一
一
一

鐸
，
一
一
ｓＩ

一

』

群峰
，Ｕ
群峰
，Ｕ

阪
神
。
淡
路
大
震
災
で
得
た
教
訓
を
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
。
震
災
の
生
き
証
人

で
あ
る
被
災
物
の
保
存
を
訴
え
て
、
震
災
直

後
に
リ
メ
ン
バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ

せ
た
。
保
存
運
動
で
出
会
っ
た
、
戦
災
と
震

災
で
残
っ
た
市
場
の
防
火
壁
を
「
神
戸
の
壁
」

と
命
名
し
、
７
年
に
及
ぶ
保
存
活
動
を
展
開

し
た
。
参
加
者
、
支
援
者
の
信
念
で
４
ヶ
所

に
永
久
保
存
し
ま
し
た
。
壁
の
本
体
は
淡
路

島
津
名
町
へ
移
設
、
基
礎
は
地
元
の
ア
ス
タ

ク
に
づ
か
に
「
ベ
ン
チ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と

し
て
、
ま
た
壁
の
跡
地
に
は
震
災
復
興
記
念

碑
の
台
座
に
使
用
さ
れ
た
。
平
成
拠
年
に
は
、

三
原
泰
治
が
基
礎
を
鎮
魂
と
復
興
を
込
め

「
神
戸
の
壁
ベ
ン
チ
」
を
創
作
、
兵
庫
県
が
阪

神
・
淡
路
大
震
災
記
念
・
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
の
野
外
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
｜
震
災
か
ら
８
年
に
な
り
ま
す
が
、
私
自

身
も
震
災
の
悲
惨
さ
、
震
災
で
得
た
教
訓
を

忘
れ
か
け
て
い
る
今
日
、
初
心
に
か
え
り

「
神
戸
の
壁
」
の
保
存
の
生
い
立
ち
と
参
加
さ

れ
た
人
々
の
思
い
を
絵
図
に
表
現
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
を
震
災
８
周
年
を
機
会
に
展
示
し
、

ご
支
援
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

？■
■

:一
'：二二,－＝Ｆ
騨塞準

一■

『

劇q目
．
ｉ
凸
圃

雲
ﾛ

リ
メ
ン
バ
ー
神
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

震
災
の
語
部
「
神
戸
の
壁
」
保
存
に
携
わ
り

1７

こ

ぐ

「
阪
神
淡
路
大
震
災
の
記
録
・

神
戸
の
壁
絵
図
三
原
泰
治
展
」

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
神
戸
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
館

１
月
帽
日
～
幻
日
畑
時
～
把
時

最
終
日
は
把
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
３
３
１
‐
９
９
５
５

リ
メ
ン
バ
ー
神
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

神
戸
の
壁
保
存
実
行
委
員
会

代
表
三
原
泰
治

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
７
５
１
．
５
４
１
４

■_

；
Ｉ
９

ｂ
・
趣
天

』

Ｌ

●ある集い●リメンバー神戸プロジェクト

Ｌ対一 -雪ﾐー ﾆー灸P･諏蓄学毒蛭
宙

■

熱.皇｡酒‘窓
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Ｒ
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ｎ
Ｋ
ｉ
ｋ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ
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I
S
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４

、
画

』
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2１

表紙／石阪春生

セカンドカバー／米田定蔵

…趣_““：

１月号目次●2003-500
12KOBECCO2003／北浪良佳・春野光

１４コウベスナップ

１６ある集い

１８ANGLEKOBE／菊地満

２２新春知事対談／芸術，文化が花開く兵庫をめざして

井戸敏三（兵庫県知事）杉山知子（美術家・ＧＡ.P代表）

２８新春インタビュー／栗原高志（兵庫県芸術文化協会理事長）

３２神戸のお嬢さん／十川優子さん三浦友加枝さん

３４エッセレ・バンビーノ神戸のクラシックカー⑥

「グラマーなビックキャット」

４６新春座談会「より広い世界的視野でグローバル神戸を」

矢田立郎加藤隆久寺本督竹市雅俊

s2KOBEBEEFが生まれるまで

58月刊神戸っ子創刊500号記念ギｬﾗﾘｰ展

６２２００３神戸南京町春節祭

６７私の意見／寺田雅昭

６８５００号記念お祝いメッセージ

７３５００号記念復刻版名文集

118復活プロフェッサーＰの研究室／岡田淳

120神戸のアーバンデザイン／小林郁雄

121神戸のモダンリビング／中川倶子

122まちづくり座談会／磯上界隈まちづくり

大原容孝佐伯有紀香山宣紀

＝＝一一一

２

｢豊穣」泉谷淑夫

:×キラン。Ｓ・セティ126神戸JC先輩・後輩対談④秋田博正×キラン。Ｓ・セテイ

130次代を創る神戸のニユーリーダー／尾藤唯之

132話題のひろぱ

l36神戸の本棚

１３８TownTown

l40わたしの散歩道／一宮神社界隈

142神戸っ子同窓会／灘高校新制六回生・山手学園バレー部

148有馬歳時記

150神戸のジュークボックス

152イベントスケジュール

154ぴっといん

156ポケットジャーナル

158各駅停車の神戸歴史ウオーク①／田辺真人

160ワンス・アポン・ナ・タイムin神戸／中村友一

162北斎ミステリー①／中右瑛

164みだら夜話①／浅黄斑・え／犬童徹

166コーヒーカップの耳⑦／出石アカル・え／菅原洗人

168新連載小説／神戸はしけの女①／岡本真穂・え／新家保夫

178神戸っ子倶楽部法人会ニュース

ｌ８２ＫｌＴＡＮＯＨＯＴＮＥＷＳ

Ｉ８４神戸うまいもん＆ドリンキングNEWS

I85神戸百店会だより

写真／米田定蔵池田年夫松原卓也米田英男
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『

で鴬
井
戸
敏
三

杉
山
知
子

住
新
春
知
事
対
談

芸
術
・
文
化
が
花
開
ノ
く
、

兵
庫
を
め
ざ
し
て

柊
灼
炉

』

③
悪

吃
雌
、

Ｉ画

（
美
術
家
・
○
・
諺
，
で
．
代
表
）

（
兵
庫
県
知
事
）

：
－

圏惑

2２

井戸敏三兵庫県知事

Ｗ

ルー

廃:厚〒‘
一電諒猫?Ｌ‐

震
災
か
ら
復
興
の
過
程
で
、
人
々
を
癒
し
、
勇
気
や
希
望
を

与
え
て
く
れ
た
「
芸
術
文
化
」
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
美
術
家
で
○
．
ア
勺
．
代
表
の
杉
山
知
子

さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
芸
術
活
動
の
在
り
方
な
ど
を
大

い
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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古
謹

☆
新
し
い
芸
術
の
息
吹

ｌ
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
０
２
年

は
、
知
事
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。

知
事
２
０
０
２
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
良
い
出
来
事
、

悪
い
出
来
事
、
と
も
に
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
ず
悪
い
出
来
事
と
し
て
は
、
食
品
の
偽
装
表
示
事
件
、
神

戸
市
西
区
の
大
学
院
生
殺
害
事
件
、
西
宮
市
の
児
童
虐
待
事
件

な
ど
陰
惨
な
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
「
半
ど
ん
の
会
」

会
長
の
小
林
武
雄
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
残
念
な
ニ
ュ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
逆
に
、
皇
太
子
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て

の
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ン
、
県
立
美
術
館

「
芸
術
の
館
」
の
開
館
、
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

１
８
ｑ
ｊ
ワ

、
．

一
一

》

ヅ

旦

、

}渡iー
鳶

７
､ド』

／、．

P』

息

の
起
工
式
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
昨
年
の
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
テ
ー
マ

が
”
光
の
ぬ
く
も
り
‐
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
震
災
か
ら
八
年
、

復
興
を
励
ま
し
続
け
て
き
た
芸
術
分
野
の
成
果
が
表
れ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
鎮
魂
か
ら
癒
し
を
経
て
、
そ
う
い
う
テ
ー

マ
が
よ
う
や
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ｌ
杉
山
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
芸
術
活
動
を

さ
れ
て
ま
す
よ
ね
。

杉
山
私
が
代
表
を
務
め
る
○
・
缶
・
詞
は
、
震
災
の
半
年
前
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
か
ら
、
今
年
で
も
う
九
年
目
に
な
り
ま
す

ね
。
○
．
Ｐ
．
勺
・
は
”
自
胃
○
○
具
曾
の
ｐ
８
ｇ
跨
再
画
ロ
ロ
シ
鼻

釦由
一
元乱』

hｄ

Ｏ

杉山知子（すぎやまともこ）

1958（昭和33）年、神戸市生まれ。1984年、京都市立芸術大学美術部美術研究科修士

課程修了。1981年より神戸、名古屋、東京などで個展を中心に発表しはじめ、「アート

ナウ‘84｣、「水戸アニュアル‘92」などの展覧会で感性あふれる独自の美術作品が高く

評価される。1994年には、社会と芸術を結ぶ仕組みを創ることを目的に「C･ＡＰ．（芸術

と計画会議)」を設立し代表を務める。以後旧居留地を中心にアートを軸にした市民参

画型の催しを展開。作品集に「heart-washingday｣。

一

一
戸
翌 ｡
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印
ａ
①
ｇ
“
の
略
称
で
、
「
芸
術
と
計
画
会
議
」
と
い
う
意
味
で

す
。
当
初
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
望
む
美
術
館
を
提
案
す
る
目
的

で
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
十
二
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま

っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
の
在
り

方
を
提
案
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
を
神
戸
市
か
ら
借
り
受
け
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
活
動
の
場
と
し
て
、
作
品
が
出
来
上
が

る
ま
で
の
過
程
を
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
○
罷
弔

国
○
口
の
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

知
事
私
の
自
宅
の
近
所
な
の
で
、
一
度
お
邪
魔
し
た
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
。
ア
ト
リ
エ
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
使
っ

て
い
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
出
て
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
よ
。

杉
山
完
成
し
た
作
品
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
美
術
館
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
け
ど
、
こ
こ
で
は
、
「
こ
の
絵
は
こ
の
筆
で
描
い
て

い
る
ん
だ
」
「
こ
ん
な
鉛
筆
の
削
り
方
を
し
て
る
ん
だ
」
み
た

い
に
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
事
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

知
事
名
画
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
な
ど
を
見
る
と
、
完
成
品
と

下
絵
が
全
く
違
う
な
ん
て
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
。
作
品
、

つ
ま
り
結
果
を
鑑
賞
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
過

程
を
目
の
当
た
り
に
出
来
る
の
は
面
白
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
山
実
は
私
の
絵
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
書
い
て
い

る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
こ
へ
行
く

ま
で
の
考
え
方
や
プ
ロ
セ
ス
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
く
の
も
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
事
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
に
も
耐
え
た
昭
和
初

期
の
建
物
で
外
か
ら
見
る
と
何
か
は
か
な
く
弱
々
し
い
け
れ

ど
、
中
で
は
新
し
い
芸
術
の
息
吹
が
力
強
く
は
ぐ
く
ま
れ
て
い

る
。
新
旧
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
復
興
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
つ
な
が

り
、
神
戸
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

☆
こ
れ
か
ら
の
美
術
館
そ
の
在
り
方
と
展
開

ｌ
昨
年
四
月
に
、
県
立
美
術
鰭
が
開
鰭
し
ま
し
た
が
、
美

術
館
に
対
し
て
杉
山
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
し

ょ
う
か
。

杉
山
美
術
館
は
建
物
で
は
な
く
中
身
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
立
派
な
建
物
を
つ
く
っ
て
も
、
ソ
フ
ト
が
充
実
し
て

い
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
考
え
は
○
シ
も

国
○
口
の
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
通
じ
て
い
ま
す
。

知
事
開
館
以
来
、
「
美
術
館
の
夢
」
「
美
術
の
力
」
「
ゴ
ッ
ホ

展
」
「
未
来
予
想
図
」
と
企
画
展
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

美
術
館
を
来
客
数
だ
け
で
評
価
し
て
は
い
け
な
い
。
芸
術
世
界

の
中
で
、
美
術
館
の
果
た
す
役
割
を
も
っ
と
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
一
月
二
十
八
日
か
ら
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル

バ
ー
ト
美
術
館
所
蔵
「
英
国
ロ
マ
ン
主
義
絵
画
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

の
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
美
術
館
の
主
張
と
な

り
、
”
生
き
て
い
る
美
術
館
“
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

杉
山
企
画
展
は
学
芸
員
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
が
、
知
事
の
「
美
術
館
は
客
数
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
に

は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
ね
（
笑
）
・

知
事
県
立
美
術
館
に
は
、
い
い
館
蔵
品
が
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
や
オ
ル
セ
ー
美
術
館
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
よ
う
に
、
神
戸

で
は
県
立
美
術
館
、
神
戸
に
行
け
ば
常
に
面
白
い
企
画
展
を
や

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ｌ
県
立
美
術
館
の
前
身
で
あ
る
近
代
美
術
鮪
が
「
原
田
の

森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
そ
う
で
す
が
。

知
事
そ
う
な
ん
で
す
。
県
立
美
術
館
の
王
子
分
館
と
し
て
昨

年
十
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
全
国

最
大
規
模
の
貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
貸
し
会
議
室
を
備
え
て
い
ま
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持
と
う
と
い
う
と
こ

ま
す
。

i霊園

2５

監
督
に
迎
え
、
付

☆
広
が
る
芸
術
活
動
と
相
互
支
援
の
輪

ｌ
震
災
で
は
、
芸
術
が
持
つ
力
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
霞
し
た

が
、
そ
の
す
そ
野
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

知
事
そ
う
で
す
ね
。
震
災
時
、
被
災
地
で
の
復
興
に
対
す
る

熱
意
を
鼓
舞
し
て
く
れ
た
の
が
芸
術
で
し
た
。
県
で
は
、
そ
の

芸
術
を
県
民
と
と
も
に
創
り
上
げ
て
い
く
「
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
の
建
設
を
西
宮
市
で
進
め
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し
て
、
施
設
完
成
に
先
立

ち
、
平
成
二
年
か
ら
ソ
フ
ト
先
行
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
海
外
か
ら
優
れ
た
青
少
年
芸
術
団
体
を
招
き
公
演
や

交
流
活
動
を
行
う
「
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
。
演

劇
部
門
の
芸
術
監
督
で
あ
る
山
崎
正
和
さ
ん
の
ご
指
導
の
も

と
、
県
が
独
自
に
企
画
・
制
作
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
舞
台
芸
術
」
、

そ
し
て
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
か
ら
生
ま

す
。
地
域
の
芸
術
家
の
皆
さ
ん
や
県
民
の
方
に
、
芸
術
文
化
の
情

報
収
集
や
交
流
の
場
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

鍵
言

団
。
さ
ら
に
、
い

れ
た
ピ
ッ
コ
ロ
劇

「
ひ
ょ
う
ご
オ
リ

ナ
ル
音
楽
公
演
」

悪き
白』

蕊 薗嘘

す
れ
ば
、
芸
術
の
メ
ッ
カ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
こ
か
ら

全
県
下
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
（
出
前
公
演
）
を
行
い
、
芸

術
・
文
化
が
日
々
の
生
活
の
中
に
輪
と
な
っ
て
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

杉
山
一
言
で
芸
術
と
言
っ
て
も
、
音
楽
に
美
術
、
演
劇
、
映

像
な
ど
と
て
も
幅
広
い
も
の
で
す
よ
ね
。
音
楽
だ
け
を
と
っ
て

も
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
音
楽
ま
で
あ
り
ま
す

か
ら
。
そ
ん
な
新
し
い
分
野
に
関
す
る
も
の
こ
そ
、
だ
れ
か
が

後
押
し
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

知
事
芸
術
に
関
心
は
あ
る
け
ど
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
い
く
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
は
た
く

さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
と
っ
て
、
○
シ
㈲

四
○
口
の
面
の
よ
う
な
場
所
で
、
芸
術
家
の
ア
ト
リ
エ
や
作
品
に
、

じ
か
に
触
れ
る
こ
と
の
影
響
は
、
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す

よ
。
ｌ
芸
術
の
振
興
に
は
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
す
ね
。

杉
山
○
．
諺
．
”
は
去
年
四
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
、
現

在
、
神
戸
市
か
ら
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
管
理
・
運

営
の
委
託
を
受
け
て
い
ま
す
。
で
も
始
め
は
、
活
動
内
容
や
コ

ン
セ
プ
ト
な
ど
、
ど
う
説
明
し
て
も
分
か
っ
て
も
ら
え
ず
苦
労

し
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
を
自
ら
が
引
く

こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
半
年
間
だ
け
実
験
的
に
や
ら
せ
て
も
ら

っ
た
ん
で
す
（
笑
）
。

知
事
皆
が
使
い
た
が
ら
な
い
場
所
を
、
よ
く
あ
れ
だ
け
使
い

こ
な
し
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。
活
用
の
仕
方
次
第
で
あ
れ
だ

け
変
わ
る
と
い
う
典
型
で
は
な
い
で
す
か
。

杉
山
で
も
、
最
近
い
ろ
ん
な
他
府
県
の
職
員
の
方
が
見
に
来

ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
街
を
活
性
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
み
た
い
で
す
ね
。

知
事
そ
う
で
す
ね
。
芸
術
・
文
化
の
振
興
は
、
行
政
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
行
政
は
あ
く
ま
で
芸
術
鑑
賞
の
機

や
す
く
紹
介
す
る

ほ
か
、

を
音
楽
部
門
の
芸
術 ろ

ろ
ま
で
広
が
っ
て
い

ん
な
音
楽
を
親
し
みのジ

佐
渡
裕
さ
ん

セ
ン
タ
ー
が
完
成

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
．
を 属
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☆
２
０
０
３
年
に
か
け
る
思
い
と
未
来
へ
の
夢

Ｉ
と
こ
ろ
で
知
事
は
絵
を
お
総
き
に
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

知
事
私
は
も
と
も
と
絵
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
そ
れ
が
ね
、
小
学
校
の
時
に
提
出
し
た
絵
を
「
親
に
手
伝

っ
て
も
ら
っ
た
だ
ろ
う
」
っ
て
当
時
の
先
生
に
言
わ
れ
た
の
で

す
。
そ
れ
以
来
、
悔
し
く
て
絵
を
描
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
（
笑
）
。

杉
山
先
生
の
一
言
が
い
け
な
い
で
す
ね
。
子
ど
も
は
、
大
人

の
何
気
な
い
一
言
で
も
強
い
影
響
を
受
け
ま
す
か
ら
。
子
ど
も

の
興
味
を
も
っ
と
伸
ば
す
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

知
事
最
近
よ
く
思
う
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
元
気
が
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
縮
こ
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
も
っ
と
自
由
嶋
は
つ
ら
っ
と
、
い
ろ

会
の
提
供
な
ど
環
境
づ
く
り
で
す
か
ら
ね
。
だ
か
ら
杉
山
さ
ん

の
よ
う
な
活
動
と
行
政
が
協
力
し
て
、
芸
術
を
は
ぐ
く
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
全
県
的
に

支
援
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
」
が
神
戸
ク
リ

ス
タ
ル
タ
ワ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
し
て
い
く
拠
点
と
す
る
た
め
、
県
の
直
営

に
せ
ず
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
ん
で
す
。

杉
山
○
．
諺
．
詞
も
よ
く
印
刷
機
な
ど
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
ま
す
よ
。
そ
れ
と
プ
ラ
ザ
か
ら
、
税
に
関
す
る
説
明
会
の
開

催
予
告
な
ど
役
に
立
つ
情
報
が
届
く
の
で
助
か
っ
て
ま
す
。

知
事
情
報
提
供
や
相
談
機
能
以
外
に
も
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活

動
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
県

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
今
後
の
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
協

議
な
ど
を
行
う
集
い
を
開
催
す
る
と
い
っ
た
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
大
い
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

い
ろ
な
活
動
が
で
き
る
世
界
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、
常

に
心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

例
え
ば
、
冒
険
広
場
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
り
、
た
だ
の
原

っ
ぱ
で
も
い
い
と
思
う
の
で
す
。
自
分
た
ち
で
工
夫
す
る
場
、

想
像
力
を
膨
ら
ま
す
場
が
も
っ
と
ほ
し
い
。
志
を
大
き
く
持
つ

子
ど
も
た
ち
を
、
少
し
で
も
多
く
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

杉
山
い
い
で
す
ね
、
原
っ
ぱ
な
ん
て
。
何
も
な
く
て
い
い
と

思
う
の
で
す
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
で
も
、
楽
し
み
は
見
つ

け
だ
せ
る
の
で
す
か
ら
。
○
シ
両
四
○
口
、
国
は
大
人
の
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
遊
び
場
で
す
。
最
初
の
汚
く
あ
て
が
わ
れ
た
場
所

か
ら
、
こ
こ
を
ど
う
使
お
う
か
と
想
像
が
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
同
じ
だ
と
思
う
の
で
す
。
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
、
あ
と
か
ら
シ
ス
テ
ム

が
付
い
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
こ
と
を
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ｌ
今
年
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

杉
山
ど
ん
ど
ん
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
け
る
一
年
で
あ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

知
事
そ
れ
は
、
素
晴
ら
し
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
震
災
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
神
戸
の
歴
史
的
、

文
化
的
な
雰
囲
気
を
取
り
戻
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
同
じ
も
の
に
す
る
必
要
は
な
い
。
先
人
た
ち
が

神
戸
の
地
で
夢
を
求
め
て
き
た
よ
う
に
、
今
に
生
き
る
私
た
ち
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
求
め
、
神
戸
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

元
来
、
神
戸
は
人
々
が
新
し
い
こ
と
を
自
由
に
で
き
る
街
だ

っ
た
。
。
．
シ
・
詞
の
よ
う
な
活
動
と
と
も
に
、
兵
庫
県
で
も
こ
の

よ
う
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ｌ
お
二
人
と
も
本
日
は
、
有
意
義
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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(）

引
吻
か
な
い
℃

な
に
も
足
さ
な
い
。

な

に

_ｕｌ－１

一二,iii

識織､慨。

蒸
溜
は
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
。
麦
を
醸
し
た
液
体
は
こ
こ
で
激
し
い
生
命
の
息
吹
を
与
え
ら
れ
、

熱
い
血
潮
を
注
が
れ
る
。
あ
の
中
世
の
錬
金
術
師
達
の
秘
術
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
や
り
方
で

磨
か
れ
、
ポ
ッ
ト
ス
チ
ル
の
ロ
よ
り
姓
り
出
た
透
明
な
ニ
ュ
ー
ポ
ッ
ト
は
、
ま
だ
荒
削
り
で
奔

放
、
放
培
。
し
か
し
こ
れ
が
十
二
年
眠
っ
て
本
物
に
化
け
る
の
だ
。
魔
術
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

サ
ン
ト
リ
ー
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
山
崎

畷
渉
猟
詐
蕊
網
誌
蕊
蕊
裂
鋤
『
灘
罰
製
灘
飲
酒
は
加
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
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